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は
じ
め
に

　

著
者
の
小
野
寺
史
郎
は
一
九
七
七
年
生
ま
れ
、
東
北
大
学
で
東
洋
史

を
学
び
、
東
京
大
学
大
学
院
で
は
村
田
雄
二
郎
の
も
と
で
研
鑽
を
積
ん

だ
。
東
大
で
博
士
学
位
を
取
得
し
た
の
ち
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
の
助
教
と
な
り
、
次
の
埼
玉
大
学
で
は
教
養
教
育
に
も
従
事
し
、

現
職
の
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
に
至
る（

1
（

。
著
者
は
旺

盛
な
翻
訳
活
動
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
近
現
代
中
国
の
知
識
人
の
言
説

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
き
た（

2
（

。
ま
た
新
た
な
世
界
史
の
構
築
に
向
け
て
も
努

力
し
て
い
る（

3
（

。
さ
ら
に
著
者
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
を
軸
と
し
て
個

別
の
実
証
を
積
み
重
ね
、『
国
旗
・
国
歌
・
国
慶

―
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
シ
ン
ボ
ル
の
中
国
近
代
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
一
一
年
）、

『
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

―
民
族
と
愛
国
の
近
現
代
史
』（
中
公
新
書
、

二
〇
一
七
年
）
の
二
冊
を
上
梓
し
た
。
そ
こ
で
は
中
国
史
の
手
堅
い
実

小
野
寺
史
郎
『
戦
後
日
本
の
中
国
観

―
ア
ジ
ア
と
近
代
を
め
ぐ
る
葛
藤
』

水
　
　
羽
　
　
信
　
　
男

証
研
究
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
を
基
に
し
た
著
者
の
中
国
観
も
明
瞭
に
示

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
著
者
は
中
国
近
現
代
史
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
を
、
公
平

か
つ
的
確
に
行
う
こ
と
の
出
来
る
人
材
で
あ
る
。
著
者
が
本
書
に
込
め

た
狙
い
は
、
二
〇
二
二
年
一
月
二
七
日
付
『
読
売
新
聞
』（
大
阪
夕
刊
）

の
記
事
が
的
確
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

小
野
寺
准
教
授
は
「
中
国
の
行
動
原
理
の
根
本
に
は
、
国
家
主

権
、
一
党
独
裁
体
制
の
維
持
が
あ
り
、『
中
国
の
本
質
』
や
伝
統

文
化
を
持
ち
出
す
必
要
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
…
…
「
過
去
の

議
論
を
知
る
こ
と
で
、
今
の
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
て
い
る
の
か
が
認
識
で
き
る
。
中
国
に
つ
い
て
正
確
に
理

解
し
、論
じ
る
方
法
を
模
索
す
る
手
が
か
り
に
な
れ
ば
」と
話
す
。
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述
の
方
法
の
い
ま
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
類
書
と
は
異
な
り
二
〇
〇
名
を

超
え
る
研
究
者
を
と
り
あ
げ
、
数
名
の
学
者
の
議
論
の
紹
介
を
も
っ
て

日
本
の
中
国
論
と
は
し
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
著
者
に
と
っ
て
は
、「
明

治
以
来
一
五
〇
年
間
の
日
本
の
中
国
論
の
大
ま
か
な
流
れ
と
そ
の
構
造

的
特
徴
を
把
握
」
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
（
ⅷ
頁
、
以
下
、
括
弧
内

の
数
字
は
本
書
の
頁
数
を
示
す
）。

　

明
治
期
以
後
、
国
策
と
し
て
対
外
発
展
を
求
め
た
日
本
に
と
っ
て
、

中
国
は
そ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
隣
国
と
な
っ
た
。
こ
う

し
て
学
術
の
う
え
で
も
中
国
へ
の
新
た
な
関
心
が
高
ま
り
、
従
来
の
漢

学
と
は
異
な
っ
た
枠
組
み
で
の
考
察
・
分
析
が
始
ま
っ
た
。
著
者
に
よ

れ
ば
、「
明
治
日
本
の
ア
ジ
ア
論
を
や
や
乱
暴
に
類
型
化
す
る
と
、
ア

ジ
ア
主
義
と
脱
亜
論
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
」（
一
〇
）。
そ

の
違
い
は
、
前
者
は
日
本
を
ア
ジ
ア
に
含
め
、
西
洋
の
近
代
化
へ
の
批

判
的
な
立
場
を
内
包
し
、
後
者
は
日
本
を
ア
ジ
ア
に
含
め
ず
、
西
洋
的

近
代
を
肯
定
的
に
捉
え
る
点
に
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
「
日
本
の
中
国

論
は
そ
の
ま
ま
日
本
論
で
あ
っ
た
」（
一
五
）。
そ
し
て
前
者
は
日
本
の

中
国
侵
略
を
支
え
、
そ
し
て
後
者
は
前
者
の
ア
ジ
ア
観
・
中
国
観
を
学

術
的
に
批
判
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
と
も
に
「
文
明
化
し
た
日
本
と

の
対
比
で
中
国
の
国
家
形
成
能
力
の
欠
如
を
強
調
す
る
点
は
総
じ
て
共

通
し
て
い
た
」（
五
五
）。

　

一
九
四
五
年
の
日
本
の
敗
戦
は
、
そ
れ
ま
で
弾
圧
さ
れ
て
き
た
マ
ル

ク
ス
主
義
的
な
学
術
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
、
日
本
の
中
国
観
は
戦
前

の
そ
れ
を
批
判
し
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
。
と
は
い
え
中
国
を

西
洋
や
日
本
と
は
異
な
る
特
殊
な
存
在
と
み
る
の
か
、
あ
る
い
は
普
遍

一　

内
容
紹
介

　

評
者
の
関
心
に
沿
っ
て
、
以
下
、
著
者
の
議
論
を
ま
と
め
て
ゆ
く
が
、

本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
。

　

は
じ
め
に
、
①
脱
亜
と
興
亜
の
間
で

―
戦
前
、
②
戦
前
の
否
定
、

中
国
研
究
の
再
編

―
戦
後
初
期
（
一
九
四
五
〜
一
九
五
〇
年
代
前

半
）、
③
学
問
と
政
治
の
緊
張

―
中
ソ
対
立
と
文
化
大
革
命

（
一
九
五
〇
年
代
後
半
〜
一
九
六
〇
年
代
）、
④
戦
後
日
本
の
中
国
研
究

の
転
換
点

―
国
交
樹
立
と
改
革
開
放
（
一
九
七
〇
年
代
〜
一
九
八
〇

年
代
）、
⑤
中
国
の
独
自
性
／
普
遍
性
を
め
ぐ
っ
て

―
天
安
門
事
件
、

反
日
デ
モ
、
そ
し
て
大
国
化
す
る
中
国
（
一
九
九
〇
年
代
〜
二
〇
一
〇

年
代
）、
お
わ
り
に

　

著
者
が
一
九
四
五
年
の
日
本
の
敗
戦
以
後
を
題
名
に
掲
げ
な
が
ら

も
、
戦
前
の
中
国
論
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
近
代
日
本
は
同
時
代
の
中

国
を
理
解
す
る
こ
と
に
失
敗
し
続
け
、
そ
の
要
因
の
一
つ
は
日
本
に
お

け
る
中
国
観
の
歪
み
に
あ
り
、
そ
の
歪
み
を
正
す
た
め
に
は
、
近
代
日

本
の
中
国
観
の
形
成
過
程
を
そ
の
初
発
の
一
九
世
紀
後
半
か
ら
捉
え
直

す
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
書
の
方
法
は
、
①
中
国
の
歴
史
的
な

変
化
の
有
無
あ
る
い
は
程
度
を
い
か
に
捉
え
る
の
か
、
と
い
う
時
間
軸

と
、
②
中
国
を
西
洋
や
日
本
と
の
比
較
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
理
解
す

る
の
か
と
い
う
空
間
軸
、
そ
し
て
③
日
本
で
中
国
を
研
究
す
る
意
義
を

ど
こ
に
求
め
る
の
か
と
い
う
問
題
意
識
と
い
う
三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
近
現
代
史
研
究
者
と
現
状
分
析
家
が
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
き
た
の
か
を
俯
瞰
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
叙
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（
五
六
）。
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
日
本
で
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と

に
な
る
民
国
史
研
究
の
先
駆
で
あ
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
の
中
ソ
対
立
と
、
一
九
六
六
年
か
ら
本
格

化
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
は
、
日
本
の
中
国
研
究
者
の
な
か

に
も
厳
し
い
分
断
を
持
ち
込
ん
だ
。そ
れ
は
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、

「
日
本
で
中
国
を
研
究
す
る
意
味
は
何
か
と
い
う
立
場
性
へ
の
問
い
」

と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
基
準
と
し
た
「
近
代
主
義
」
的
な
歴
史
観
へ
の
批

判
」
が
歴
史
学
界
で
話
題
と
な
り
、「
こ
の
二
つ
の
課
題
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
、
日
本
の
「
主
体
的
」
な
中
国
研
究
を
作
り
上
げ
る
た
め
に

必
要
だ
と
さ
れ
」
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
（
一
〇
一
）。
だ
が
、
著
者

に
よ
れ
ば
、「
日
本
の
中
国
認
識
の
深
ま
り
に
、
文
革
時
の
議
論
が
直

接
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
極
め
て
小
さ
い
」（
一
三
六
）。
そ
の
理
由
と
結

果
に
関
す
る
著
者
の
以
下
の
指
摘
は
、
的
確
で
あ
り
、
ま
た
極
め
て
重

要
で
あ
る
。

文
革
を
め
ぐ
る
対
立
が
学
問
内
部
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
い
う
よ

り
、
本
質
的
に
は
中
国
共
産
党
と
日
本
共
産
党
の
政
治
対
立
に
由

来
す
る
も
の
だ
っ
た
…
…
主
体
性
が
あ
れ
ほ
ど
強
調
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
学
問
と
政
治
は
切
り
離
せ
な
い
と
い
う
主
張
が
、

学
問
の
政
治
へ
の
従
属
に
帰
結
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
以
後
の

日
本
の
中
国
研
究
の
行
方
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る

（
一
三
六
）。

　

文
革
の
凄
惨
な
実
相
が
明
ら
か
に
な
り
、
中
国
共
産
党
自
身
に
よ
る

的
な
存
在
と
み
る
の
か
、
中
国
の
変
化
を
重
視
す
る
の
か
、
連
続
を
重

視
す
る
の
か
い
う
問
題
群
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
展
開
し
た
点
、
さ
ら
に

は
な
ぜ
中
国
を
研
究
す
る
の
か
、
と
い
う
研
究
の
意
義
づ
け
を
問
う
と

い
う
点
で
は
、
戦
前
か
ら
問
題
群
は
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
な
ぜ
研
究

す
る
の
か
、と
い
う
問
題
意
識
に
か
か
わ
っ
て
は
、竹
内
好
（
一
九
一
〇

─
七
七
）の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、「
竹
内
の
議
論
は
、

近
代
と
い
う
価
値
と
、
東
洋
に
よ
る
西
洋
へ
の
対
抗
と
い
う
要
素
を
両

立
さ
せ
る
論
理
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
論
理
は
西
洋
志
向
の
近
代
主
義

に
反
感
を
覚
え
て
い
た
中
国
研
究
者
の
心
理
に
適
合
し
、
ま
た
彼
ら
が

中
国
を
研
究
す
る
意
義
を
説
明
す
る
際
に
も
援
用
し
や
す
い
も
の
だ
っ

た
」
か
ら
で
あ
る
（
八
五
）。

　

当
時
の
具
体
的
な
中
国
論
は
、
大
学
の
東
洋
史
学
教
室
の
研
究
、
在

野
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
よ
る
議
論
、
大
学
な
ど
で
の
米
国
流
の
社
会

科
学
を
用
い
た
現
状
分
析
の
三
つ
の
場
で
形
成
さ
れ
た
。
だ
が
、
総
じ

て
敗
戦
と
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
は
、
そ
れ
ま
で
の

日
本
の
中
国
観
の
誤
り
を
示
す
と
理
解
さ
れ
、
戦
前
期
日
本
へ
の
反
省

か
ら
、
中
国
の
民
族
主
義
へ
の
再
評
価
が
議
論
の
前
提
と
な
り
、
ま
た

日
本
の
変
革
の
方
策
と
し
て
中
国
共
産
党
の
道
を
理
想
化
す
る
人
々
も

現
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、「
中
華
民
国
の
下
で
の
近
代
国
家
建
設

の
成
果
を
評
価
す
る
視
点
は
、
戦
後
の
日
本
に
は
必
ず
し
も
引
き
継
が

れ
な
か
っ
た
」（
五
六
─
七
）。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
視
点
は
「
中
国

の
国
家
建
設
や
近
代
化
の
可
能
性
を
評
価
す
る
、
い
わ
ば
普
遍
主
義
的

ア
プ
ー
チ
に
つ
な
が
る
」
も
の
で
、「
脱
亜
論
と
も
ア
ジ
ア
主
義
と
も

異
な
る
、
戦
前
日
本
の
中
国
論
の
多
様
性
と
可
能
性
を
示
」
し
て
い
た
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か
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
一
九
四
）。
と
は
い
え
、
民
国
史
研
究
と
は
別

の
立
場
か
ら
中
国
特
殊
論
へ
の
批
判
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
が
「
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
」
研
究
で
、
そ
の
特
徴
は
「
民
国
史
研
究
が
近
代
の
正
の
面

の
普
遍
性
に
注
目
し
た
」
こ
と
に
対
し
て
、「
近
代
の
負
の
面
の
普
遍

性
に
着
目
し
」、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
国
家
建
設
が
中
国
に
も

た
ら
し
た
問
題
群
を
、
世
界
史
に
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
「
近
代
性
」

（M
odernity

）
の
課
題
だ
と
み
な
し
た
点
で
あ
る
（
一
九
六
─
七
）。

ま
た
明
清
史
研
究
者
が
問
題
提
起
し
た
中
国
社
会
の
連
続
面
の
分
析

は
、
民
国
史
研
究
で
は
な
く
人
民
共
和
国
史
研
究
者
に
引
き
継
が
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
概
観
に
基
づ
き
、
著
者
は
次
の
よ
う
に
総
括
す
る
。
日
本
と

西
洋
の
均
質
性
を
強
調
し
、
中
国
を
特
殊
と
す
る
立
場
は
「
中
国
を
理

解
不
能
な
存
在
と
し
て
遠
ざ
け
る
発
想
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
」（
二
三
四
）、
こ
う
し
た
特
殊
論
を
超
え
て
ゆ
く
た
め
に

は
、「
中
国
」
を
自
明
の
も
と
せ
ず
、「
中
国
」
と
は
な
に
か
を
問
い
な

が
ら
、
他
地
域
と
比
較
し
て
ゆ
き
、
同
時
に
現
状
分
析
と
の
乖
離
を
埋

め
る
努
力
を
行
い
、
そ
の
う
え
で
世
界
史
と
し
て
「
中
国
ま
で
含
み
こ

ん
だ
普
遍
的
な
理
論
や
歴
史
像
を
構
築
す
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る

（
二
三
五
）。
著
者
に
と
っ
て
は
、「
中
国
に
独
特
で
不
変
に
見
え
る
構

造
や
「
制
度
」」
で
あ
っ
て
も
、特
定
の
時
代
に
「
具
体
的
要
因
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
も
の
」
で
し
か
な
い
（
二
四
〇
）。
こ
う
し
て
著
者
は
、

「
ア
ジ
ア
主
義
と
も
脱
亜
論
と
も
中
国
特
殊
論
と
も
異
な
る
、
世
界
史

と
い
う
視
角
か
ら
中
国
や
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を
論
じ
る
こ
と
」
の
重
要

性
を
強
調
す
る
（
二
四
〇
）。

文
革
否
定
と
、
改
革
開
放
政
策
の
推
進

─
実
質
的
な
経
済
の
資
本
主

義
化
は
、
日
本
の
中
国
研
究
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
も
た
ら
し
た
。
す

な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
分
析
方
法
へ
の
批
判
で
あ
り
、
中
国
共
産

党
へ
の
幻
想
の
消
滅
で
あ
り
、
学
問
と
現
実
政
治
と
を
切
り
離
す
客
観

的
な
立
場
が
求
め
ら
れ
た
。
他
方
で
、
史
料
の
公
開
の
促
進
な
ど
も
あ

り
、
研
究
が
精
緻
化
す
る
と
と
も
に
、
分
散
化
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し

て
「
中
国
社
会
に
伝
統
的
な
要
素
が
色
濃
く
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
」（
一
六
七
）。
方
法
論
と
し
て
は
、
一
九
七
〇
─
八
〇

年
代
以
降
、「
近
代
化
論
に
よ
っ
て
中
国
の
近
現
代
史
を
説
明
す
る
研

究
が
一
般
的
に
な
っ
た
」（
一
七
三
）。
な
お
、
こ
の
近
代
化
論
に
基
づ

く
研
究
と
は
、
民
国
史
研
究
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る（

4
（

。

　

一
九
八
九
年
の
中
国
共
産
党
に
よ
る
民
主
化
運
動
へ
の
弾
圧
（
天
安

門
事
件
）
は
、
八
〇
年
代
の
改
革
開
放
政
策
が
民
主
化
に
つ
な
が
る
と

の
期
待
が
高
か
っ
た
だ
け
に
、
中
国
の
伝
統
と
の
連
続
、
そ
し
て
中
国

特
殊
論
に
基
づ
く
西
洋
お
よ
び
日
本
と
の
違
い
を
強
調
す
る
見
解
を
再

び
生
み
出
し
た
。こ
れ
に
対
し
て
民
国
史
研
究
者
が
批
判
を
展
開
し
た
。

こ
の
民
国
史
研
究
は
、
戦
前
に
お
い
て
萌
芽
的
に
形
成
さ
れ
な
が
ら
、

戦
後
十
分
に
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
研
究
方
法
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に

ひ
と
つ
の
学
術
潮
流
と
な
っ
た
。
そ
の
特
徴
は
著
者
に
よ
れ
ば
、「
中

国
の
工
業
化
や
近
代
的
な
制
度
・
思
想
の
導
入
な
ど
を
主
に
扱
う
」
こ

と
だ
っ
た
（
二
二
四
）。

　

だ
が
民
国
史
研
究
の
中
国
特
殊
論
へ
の
批
判
は
不
十
分
だ
っ
た
。
そ

れ
は
「
国
家
の
自
明
性
」
を
疑
い
、「
外
在
的
な
枠
組
み
に
よ
る
の
で

は
な
く
、
中
国
社
会
の
内
在
的
理
解
」
を
行
う
こ
と
が
十
分
に
で
き
な



94

デ
ミ
ズ
ム
を
特
権
化
す
る
た
め
で
は
な
く
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
真
摯
な

議
論
が
、
日
本
の
中
国
論
を
論
じ
る
う
え
で
有
益
な
視
座
を
提
供
す
る

と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
評
者
は
、
今
日
で
も
時

に
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
す
「
手
段
と
し
て
の
中
国
論
」
を
と
り
あ
げ
て
も
、

大
き
な
意
味
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

た
し
か
に
本
書
に
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
た
重
要
な

テ
ー
マ
、
た
と
え
ば
漢
族
以
外
の
民
族
史
や
女
性
史
研
究
な
ど
へ
の
ま

と
ま
っ
た
レ
ビ
ュ
ー
が
な
い
。だ
が
著
者
も
こ
の
点
を
自
覚
し
て
お
り
、

限
ら
れ
た
紙
幅
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
テ
ー
マ
が
出
る
の
は
当

然
で
、こ
の
点
を
批
判
す
る
の
は
〝
な
い
も
の
ね
だ
り
〟
に
過
ぎ
な
い
。

む
し
ろ
周
到
な
目
配
り
の
も
と
、
二
〇
〇
名
に
も
及
ぶ
研
究
者
を
と
り

あ
げ
、
全
体
の
動
き
を
広
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
点
を
高
く
評
価
す
べ

き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
広
島
大
学
の
今
堀
誠
二
・
横
山
英
以
後
の
広

島
中
国
近
代
史
研
究
会
の
営
み
に
も
著
者
は
関
心
を
払
い
、
広
島
大
出

身
の
田
中
仁
・
笹
川
裕
史
・
丸
田
孝
志
へ
の
高
い
評
価
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
、
と
も
す
れ
ば
東
京
・
京
都
で
の
研
究
活
動
に
視
点
を
限
定

し
が
ち
な
類
書
に
対
す
る
著
者
の
公
正
さ
が
示
さ
れ
て
お
り
、
広
島
の

中
国
近
現
代
史
研
究
の
学
統
の
末
端
に
つ
ら
な
る
も
の
と
し
て
、
大
変

に
感
謝
も
し
て
い
る
。

　

だ
が
本
書
の
分
析
枠
組
み
を
承
認
し
た
う
え
で
、
憲
政
史
・
議
会
史

へ
の
言
及
が
少
な
い
こ
と
に
評
者
は
違
和
感
を
持
っ
て
い
る（

6
（

。
言
及
が

少
な
い
要
因
は
、
著
者
が
憲
政
史
・
議
会
史
を
民
国
史
研
究
と
位
置
づ

け
、
先
述
し
た
よ
う
に
民
国
史
研
究
を
低
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。
だ
が
、
た
と
え
ば
曽
田
三
郎
の
憲
政
史
研
究
は
、
日
中
に
お
け
る

　

問
題
意
識
と
い
う
点
で
は
、「
手
段
と
し
て
の
中
国
論
」
に
陥
る
こ

と
を
著
者
は
峻
拒
す
る
。
そ
れ
は
文
革
時
代
の
中
国
論
や
現
在
の
柄
谷

行
人
や
丸
川
哲
史
た
ち
の
議
論
な
ど
が
「
現
実
に
存
在
し
て
人
間
が
生

活
し
て
い
る
中
国
と
乖
離
し
た
も
の
」
で
（
二
三
五
）、
自
分
た
ち
の

理
念
な
り
夢
を
中
国
に
仮
託
す
る
こ
と
で
、
説
得
力
を
増
そ
う
し
た
も

の
で
あ
り
、
中
国
の
現
実
に
裏
切
ら
れ
る
し
か
な
く
、
こ
う
し
た
中
国

論
は
、
結
局
は
日
本
に
お
け
る
中
国
理
解
を
歪
め
る
か
ら
で
あ
る
。
著

者
に
と
っ
て
な
に
よ
り
も
重
要
な
課
題
は
、
現
在
の
日
本
国
内
に
お
け

る
中
国
嫌
い
や
中
国
へ
の
無
関
心
を
克
服
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た

め
に
決
定
的
に
重
要
に
な
る
の
は
、
中
国
を
知
る
こ
と
の
意
味
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
著
者
は
中
国
を
知
る
こ
と
で
、
日
本
を
相
対
化

し
、
ま
た
日
本
と
も
共
通
す
る
普
遍
的
な
課
題
を
考
え
る
よ
す
が
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
極
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。
好
き
嫌
い
か
ら

で
は
な
く
、
中
国
を
リ
ア
ル
に
理
解
す
る
方
法
を
得
よ
う
と
す
る
人
々

に
と
っ
て
、
本
書
は
中
国
近
現
代
史
研
究
の
歩
み
を
整
理
し
た
必
読
文

献
で
あ
る
。二　

本
書
の
成
果
と
課
題

　

本
書
の
題
名
に
つ
い
て
、
一
部
の
紹
介
記
事
の
な
か
で
は
、
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
の
議
論
に
閉
じ
て
お
り
、
企
業
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
政
治

家
な
ど
の
中
国
論
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
誤
解
を
生
じ
か
ね
な

い
と
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る（

5
（

。
だ
が
、
著
者
の
ね
ら
い
は
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
に
お
け
る
中
国
論
を
解
き
明
か
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
ア
カ
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い
て
も
、
運
動
の
推
進
者
が
中
国
社
会
を
ど
う
み
て
い
た
の
か
を
問
わ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

9
（

。
そ
の
意
味
で
は
、
民
国
史
研
究
も
明

清
史
研
究
か
ら
の
問
い
か
け
を
そ
れ
な
り
に
受
け
止
め
て
い
た
の
で
あ

る
。

　

ま
た
著
者
は
、
民
国
史
研
究
がM

odernity

の
負
の
側
面
に
肉
迫

し
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
だ
が
言
う
ま
で
も
な

く
、M

odernity

の
二
つ
の
側
面
は
二
者
択
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、

両
者
は
密
接
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
本
書
も
取
り
上
げ
た
代
田
智
明
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
民
主
や
自
由
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
他
者
を
抑
圧

す
る
道
具
に
な
っ
て
き
た
歴
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
の
普
遍

的
な
価
値
の
実
現
を
摸
索
し
て
ゆ
く
、
鵺
の
よ
う
な
、
あ
る
い
は
蝙
蝠

の
よ
う
な
戦
略
が
歴
史
研
究
者
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
民
国
史
研
究

者
も
、
全
員
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、M

odernity

の
負
の
側
面

に
自
覚
的
で
あ
る
よ
う
に
評
者
は
感
じ
て
い
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う

か
。

お
わ
り
に

　

繰
り
返
し
指
摘
す
る
が
、
著
者
の
枠
組
み
か
ら
は
ず
れ
た
研
究
が
、

本
書
の
叙
述
か
ら
抜
け
落
ち
る
こ
と
は
当
然
で
、
そ
の
こ
と
は
本
書
の

欠
点
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
も
う
一
つ
の
「
戦
後
日
本
の
中
国
観
」

の
叙
述
も
可
能
で
あ
る
。
奧
村
哲
の
業
績
を
例
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て

簡
単
に
触
れ
て
お
く（

（（
（

。

　

一
九
四
九
年
生
ま
れ
の
奥
村
は
、
京
都
大
学
の
東
洋
史
研
究
室
で
学

思
想
の
連
関
に
つ
い
て
論
じ
、
当
時
の
日
本
知
識
人
の
中
国
観
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
い
る
。
著
者
の
問
題
意
識
に
即
せ
ば
、
中
国
特
殊
論
を

こ
え
、
ま
た
日
本
と
い
う
文
脈
で
生
き
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
中

国
を
考
え
る
こ
と
の
意
味
を
問
う
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

金
子
肇
の
議
会
史
研
究
も
世
界
史
の
流
れ
の
な
か
で
、
民
主
主
義
制
度

に
対
し
て
独
自
の
問
題
関
心
を
持
ち
、
今
日
の
中
国
の
人
民
代
表
大
会

制
度
の
問
題
に
も
切
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
方
法
論
的
に
も
、
単
に
中

国
史
の
枠
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
日
本
や
フ
ラ
ン
ス
の
憲
政
研
究
な
ど

を
参
照
し
て
い
る
。

　

な
に
よ
り
も
曽
田
や
金
子
の
研
究
の
も
つ
意
義
は
、
辛
亥
革
命
史
や

五
四
運
動
史
な
ど
、
事
件
史
と
し
て
描
か
れ
が
ち
だ
っ
た
中
国
近
現
代

史
を
特
定
の
テ
ー
マ
に
則
し
て
通
史
的
に
考
察
し
、
新
た
な
中
国
論
を

打
ち
立
て
よ
う
と
し
た
点
に
あ
る
。
そ
れ
は
広
島
大
学
の
近
現
代
史
研

究
が
当
初
か
ら
有
し
た
特
徴
で
あ
り
、
事
件
史
研
究
を
中
心
と
し
て
い

た
学
界
の
主
流
へ
の
批
判
を
意
味
し
て
い
た（

7
（

。
そ
う
し
た
流
れ
の
な
か

に
、
著
者
が
重
視
し
た
田
中
仁
ら
の
研
究
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
評
者

は
感
じ
て
い
る
。

　

ま
た
村
田
雄
二
郎
が
費
孝
通
（
一
九
一
〇
─
二
〇
〇
五
年
）
の
「
差

序
格
局
」
を
論
じ
て
、
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が（

8
（

、
そ
れ
は
日

本
の
中
国
研
究
者
に
対
し
て
、
中
国
近
現
代
の
知
識
人
の
中
国
論
を
検

討
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
明
示
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
実
際
、
費
孝
通

を
は
じ
め
と
し
て
当
時
の
知
識
人
は
自
ら
の
中
国
社
会
論
に
基
づ
き
、

中
国
に
お
け
る
立
憲
主
義
の
定
着
の
問
題
を
戦
後
の
国
共
内
戦
の
時
期

に
論
じ
た
。
中
村
元
哉
が
論
じ
た
よ
う
に
、
憲
政
運
動
史
の
分
析
に
お
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ら
に
は
天
安
門
事
件
や
東
欧
・
ソ
連
の
社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
を
経
て
、

奧
村
な
り
の
社
会
主
義
論
を
再
構
築
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
共
産
党
や
革
命
闘
争
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
研
究
へ
の
批
判
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
学
問
と
し
て

の
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。
ま
た
百
年
以
上
前

に
体
系
化
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
を
、
ド
グ
マ
と
し
て
信
仰
し

て
も
学
問
で
は
な
い
。
だ
が
、
非
あ
る
い
は
反
共
産
党
的
な
研
究
者
も

含
む
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
者
に
よ
る
研
究
方
法
と
、
そ
の
成
果
の
す

べ
て
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
か
ろ
う
。
確
か
に
、
奥
村
の
研
究
を

ま
ず
議
論
の
俎
上
に
の
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
歩
み
が
象
徴
す
る

よ
う
に
、
新
た
な
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
研

究
潮
流
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
で
示
さ
れ
た
中
国
観
を
、
本
書
に
学

び
な
が
ら
戦
後
日
本
の
思
潮
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
も
、
わ
れ
わ

れ
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
言
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
を
一
言
。
一
九
八
〇
年
代
の
五
四

運
動
研
究
の
再
高
揚
期
に
、
一
九
七
一
年
の
『
史
学
研
究
』
に
発
表
さ

れ
た
徳
毛
（
永
見
）
和
子（

（1
（

の
「
五
四
運
動
と
上
海
労
働
者
」
が
先
駆
的

研
究
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。
だ
が
、
徳
毛
論
文
は
発
表
以
後
、

一
〇
年
も
の
長
い
間
、
ほ
ぼ
無
視
さ
れ
続
け
た
。
た
し
か
に
研
究
者
個

人
に
も
学
界
に
も
研
究
の
趨
勢
が
あ
り
、
誰
で
あ
っ
て
も
全
て
の
公
刊

論
文
に
対
し
て
均
等
に
関
心
を
向
け
る
こ
と
は
不
可
能
だ
し
、
必
要
で

も
な
い
。
し
か
し
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
な
か
で
生
ま
れ
る
権
威
が
、
学
術

の
広
が
り
・
深
ま
り
を
阻
碍
す
る
か
も
知
れ
な
い
危
険
性
に
、「
中
央
」

び
、
経
済
学
部
で
経
済
史
を
講
じ
て
い
た
中
村
哲
ら
の
中
国
史
研
究
会

で
方
法
論
を
深
め
た
。
奥
村
も
参
加
し
た
関
西
の
中
国
現
代
史
研
究
会

の
重
鎮
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
「
私
は
京
大
人
文
研
の
史
料
は
使
わ
な

い
」
と
評
者
に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
人
文
研
が
文
革
派

の
拠
点
だ
か
ら
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
話
を
ど
う
評
価
す
べ
き
か

評
者
に
は
判
断
で
き
な
い
。
ま
た
、
そ
の
重
鎮
も
現
在
は
人
文
研
と
良

好
な
関
係
を
保
っ
て
い
る
。
だ
が
、
奥
村
が
若
手
研
究
者
と
し
て
研
鑚

を
積
ん
で
い
た
時
代
の
学
界
の
雰
囲
気
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
あ
ろ

う
。
そ
の
後
、
奥
村
は
民
国
史
研
究
の
泰
斗
で
あ
っ
た
野
沢
豊
の
ポ
ス

ト
の
後
任
と
し
て
活
動
の
拠
点
を
東
京
に
移
し
、
後
身
の
育
成
に
尽
力

し
て
き
た
。

　

奧
村
哲
は
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
に
基
づ
く
中
国
論
の
キ
ー
概
念
で

あ
っ
た
「
半
植
民
地
半
封
建
論
」
の
批
判
的
検
討
を
経
て
、
山
之
内
靖

の
総
力
戦
論
を
中
国
史
へ
応
用
し
、
中
国
基
層
史
研
究
会
の
立
ち
上
げ

を
主
導
し
た
。
そ
れ
は
国
民
国
家
の
も
つ
負
の
側
面
を
直
視
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
中
国
の
農
村
社
会
の
特
質
を
、
前
近
代
と
の
比
較
の
な
か

で
考
察
す
る
た
め
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
で
あ
っ
た
。
そ
の
奥
村

の
研
究
の
特
徴
の
一
つ
は
、
方
法
論
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
で
あ
る
。
歴

史
学
は
人
文
科
学
か
社
会
科
学
か
と
い
う
の
は
、
昔
か
ら
の
論
争
的

テ
ー
マ
の
一
つ
だ
が
、
奥
村
は
明
ら
か
に
後
者
の
立
場
に
立
つ
研
究
者

で
あ
る
。
そ
し
て
奥
村
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
の
こ
れ
ま
で
の
精

華
を
批
判
的
に
継
承
す
る
立
場
か
ら
、
中
国
史
と
対
話
し
世
界
史
像
を

再
構
築
し
よ
う
努
力
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
奥
村
の
こ
う
し
た

研
究
を
根
底
で
支
え
た
問
題
意
識
は
、
文
革
に
よ
る
学
界
の
対
立
、
さ
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岩
波
書
店
、二
〇
一
四
年
、山
室
信
一
ほ
か
編『
わ
れ
わ
れ
は
ど
ん
な「
世

界
」
を
生
き
て
い
る
の
か

―
来
る
べ
き
人
文
学
の
た
め
に
』
ナ
カ
ニ

シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
九
年
、
佐
川
英
治
ほ
か
編
『
中
国
と
東
部
ユ
ー
ラ

シ
ア
の
歴
史
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
二
〇
年
な
ど
。

　
（
4
）  

著
者
は
近
代
化
論
を
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
と
結
び
つ
け
て
お
り

（
一
〇
三
）、
近
代
化
論
に
よ
る
中
国
近
代
史
研
究
、
す
な
わ
ち
民
国
史

研
究
を
次
の
よ
う
な
特
質
を
も
つ
と
考
え
て
い
よ
う
。
米
国
な
ど
先
進

資
本
主
義
国
の
経
済
発
展
（
工
業
化
・
産
業
化
）
を
目
標
と
し
て
、
そ

れ
を
実
現
し
う
る
政
治
的
・
社
会
的
・
文
化
的
条
件
（
＝
モ
デ
ル
）
を

想
定
し
、
研
究
対
象
の
国
・
地
域
が
、
そ
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
必
要

な
モ
デ
ル
を
導
入
し
た
の
か
（
あ
る
い
は
し
な
か
っ
た
の
か
）
を
研
究

す
る
。
そ
の
評
価
軸
は
冷
戦
時
代
の
社
会
主
義
体
制
を
負
の
イ
メ
ー
ジ

と
す
る
も
の
で
、
自
由
で
民
主
的
で
経
済
的
に
発
展
し
た
国
家
の
建
設

過
程
を
正
の
イ
メ
ー
ジ
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
近
代
化
論
に
つ
い
て
は
、

李
東
俊
「
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
文
化
冷
戦
と
日
韓
関
係
の
変
容

―

一
九
六
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
近
代
化
論
の
展
開
を
中
心
に
し
て
」
一

─
四
『
北
九
州
市
立
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
一
五
一
〜
四
号
、

二
〇
二
〇
─
二
二
年
な
ど
に
拠
る
）。

　
（
5
）  

『
週
間
東
洋
経
済
』
二
〇
二
二
年
一
月
八
日
号
、『
日
本
経
済
新
聞
』

二
〇
二
二
年
一
月
八
日
。

　
（
6
）  

中
村
元
哉
『
戦
後
中
国
の
憲
政
実
施
と
言
論
の
自
由　

一
九
四
五
─

四
九
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
曽
田
三
郎
『
立
憲
国
家
中

国
へ
の
始
動

―
明
治
憲
政
と
近
代
中
国
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九

年
、
曽
田
三
郎
『
中
華
民
国
の
誕
生
と
大
正
初
期
の
日
本
人
』
思
文
閣

出
版
、
二
〇
一
三
年
、
深
町
英
夫
編
『
中
国
議
会
一
〇
〇
年
史

―
誰

が
誰
を
代
表
し
て
き
た
の
か
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
、
中

村
元
哉
編
『
憲
政
か
ら
見
た
現
代
中
国
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
八
年
、
金
子
肇
『
近
代
中
国
の
国
会
と
憲
政

―
議
会
専
制
の

に
い
る
人
々
に
は
自
覚
的
で
あ
っ
て
欲
し
い
、
と
「
地
方
」
に
暮
ら
す

評
者
は
願
っ
て
い
る
。
著
者
は
そ
う
し
た
権
威
に
与
す
る
も
の
で
は
な

く
、
極
め
て
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
立
場
か
ら
、
各
研
究
者
が
研
究
動
向
の

意
味
を
吟
味
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
読
者
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。
こ

の
点
を
改
め
て
指
摘
し
て
お
く
こ
と
も
、
還
暦
を
越
え
た
老
人
の
努
め

だ
と
感
じ
て
い
る
。

（
付
記
）

　

本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
五
月
一
四
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
広

島
中
国
近
代
史
研
究
会
一
八
七
回
例
会
の
報
告
に
基
づ
く
。
当
日
は
小

野
寺
、
奥
村
の
両
氏
が
参
加
し
、
金
子
ら
か
ら
も
有
意
義
な
コ
メ
ン
ト

を
も
ら
っ
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。
た
だ
し
文
責
が
水
羽
に
あ
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
。

注（
1
）  https://researchm

ap.jp/xiaoyesi　

二
〇
二
二
年
八
月
一
〇
日

閲
覧

　
（
2
）  

小
野
寺
が
訳
者
と
し
て
参
加
し
た
も
の
に
、
汪
暉
・
村
田
雄
二
郎
ほ

か
訳
『
思
想
空
間
と
し
て
の
現
代
中
国
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、

張
競
・
村
田
雄
二
郎
編
『
日
中
の
一
二
〇
年　

文
芸
・
評
論
作
品
選
』

岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
陳
独
秀
・
長
堀
祐
造
ほ
か
編
訳
『
陳
独
秀

文
集
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
二
〇
一
六
年
、
田
雁
・
小
野
寺
史
郎
ほ
か

訳
『
近
代
中
国
の
日
本
書
翻
訳
出
版
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
二
〇
年
な
ど
多
く
の
も
の
が
あ
る
。

　
（
3
）  

山
室
信
一
ほ
か
編
『
現
代
の
起
点　

第
一
次
世
界
大
戦
』
第
一
巻
、
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後
の
中
国
社
会

―
日
中
戦
争
下
の
総
動
員
と
農
村
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
七
年
。
編
著『
変
革
期
の
基
層
社
会

―
総
力
戦
と
中
国
・
日
本
』

創
土
社
、二
〇
一
三
年
、南
塚
信
吾
ら
と
の
共
著
『
人
び
と
の
社
会
主
義
』

（
研
究
会
「
戦
後
派
第
一
世
代
の
歴
史
研
究
者
は
二
一
世
紀
に
何
を
な

す
べ
き
か
」
編
『
二
一
世
紀
歴
史
学
の
創
造
』
第
五
巻
）
有
志
舎
、

二
〇
一
三
年
、
単
著
『
文
化
大
革
命
へ
の
道

―
毛
沢
東
主
義
と
東
ア

ジ
ア
の
冷
戦
』
有
志
舎
、
二
〇
二
〇
年
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
12
）  

徳
毛
和
子
は
の
ち
に
広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
に
進
学

し
、永
見
和
子
「
中
華
民
国
初
期
の
社
会
観
の
形
成

―
傅
斯
年
の
「
群

衆
」
論
を
め
ぐ
っ
て
」『
史
学
研
究
』
二
八
八
号
、
二
〇
一
五
年
な
ど

を
発
表
し
て
い
る
。

　
（
中
公
選
書
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
、
一
三
五
×
一
九
三
㎜
、

 

Ⅹ
＋
二
五
六
頁
、
一
七
〇
〇
円
＋
税
）

（
広
島
大
学
人
間
社
会
科
学
研
究
科
）

系
譜
』
有
志
舎
、
二
〇
一
九
年
。
曽
田
の
二
冊
と
金
子
本
に
つ
い
て
は
、

広
島
中
国
近
代
史
研
究
会
が
合
評
会
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
記
録
は

『
拓
蹊
』
一
〜
三
号
（
二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
五
年
、
二
〇
二
〇
年
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
広
島
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
で

閲
覧
可
能
。
な
お
本
書
公
刊
後
だ
が
、金
子「
立
憲
政
治
の
地
域
的
差
異
」

歴
史
学
研
究
会
編
『「
歴
史
総
合
」
を
つ
む
ぐ

―
新
し
い
歴
史
実
践

へ
の
い
ざ
な
い
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
二
年
も
あ
る
。

　
（
7
）  

地
方
・
中
央
関
係
に
着
目
し
た
こ
と
も
、
広
島
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。
そ
の
成
果
に
、
笹
川
裕
史
「
一
九
二
〇
年
代
湖
南
省
の

政
治
変
革
と
地
方
議
会
」『
史
学
研
究
』
一
七
一
号
、
一
九
八
六
年
、

金
子
肇
『
近
代
中
国
の
中
央
と
地
方

―
民
国
前
期
の
国
家
統
合
と
行

財
政
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
な
ど
が
あ
る
。

　
（
8
）  

村
田
雄
二
郎
「
二
〇
世
紀
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」
西
村
成
雄
編
『
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

―
歴
史
か
ら
の
接
近
』（
現

代
中
国
の
構
造
変
動
・
第
三
巻
）、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
。

　
（
9
）  

前
掲
、
中
村
『
戦
後
中
国
の
憲
政
実
施
と
言
論
の
自
由
』
第
七
章
、

水
羽
信
男
「
中
国
知
識
人
の
『
社
会
像
』

―
一
九
三
〇
〜
四
〇
年
代

の
王
造
時
・
章
乃
器
・
費
孝
通
を
素
材
と
し
て
」
笹
川
裕
史
編
『
戦
時

秩
序
に
巣
喰
う
「
声
」

―
日
中
戦
争
・
国
共
内
戦
・
朝
鮮
戦
争
と
中

国
社
会
』
創
土
社
、
二
〇
一
七
年
な
ど
。

　
（
10
）  

代
田
智
明
『
現
代
中
国
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ

―
蝙
蝠
の
ポ
レ
ミ
ー
ク
』

三
重
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
。

　
（
11
）  

以
下
で
論
じ
る
奥
村
の
研
究
に
つ
い
て
は
、池
田
誠
ら
と
の
共
著
『
中

国
工
業
化
の
歴
史

―
近
現
代
工
業
発
展
の
歴
史
と
現
実
』
法
律
文
化

社
、一
九
八
二
年
、単
著
「
旧
中
国
資
本
主
義
論
の
基
礎
概
念
に
つ
い
て
」

中
国
史
研
究
会
編
『
中
国
専
制
国
家
と
社
会
統
合
』
文
理
閣
、

一
九
九
〇
年
、
単
著
『
中
国
の
資
本
主
義
と
社
会
主
義

―
近
現
代
史

像
の
再
構
成
』
桜
井
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
笹
川
裕
史
と
の
共
著
『
銃




